
京

都

縄

と

鎌

倉

輝

荻

須

純

道

か

つ
て
榮

西

は

「
わ
れ
残

し

て

五
十

年
、

灘
宗

大

い
に
世

に
興

ら

ん
」

と
豫
言

し
た
と
虎

關
師

錬

は
元
亨

繹
書

に
記

し
て

い
る
。
す

な

わ

ち
京
都

に
は
東

頑
寺

の
圓
爾

辮
圓

(
聖

一
國
師
)
が

あ
り
、

鎌
倉

に
は
建
長

寺

の
蘭
漢

道

隆

(
大
畳
暉
師
)
が

あ

つ
て
、

敏
界

の
蕾
勢

力

で

あ

る
顯
密

諸
宗

に
墜
迫

さ

れ
、
弾

堅

さ
れ

て
來

た
輝
宗

も
、

漸

く

に
し

て
武
家

の
心

を
と

ら

え
、

公
家

の
意

に
か

な

つ
て
根

を

お
ろ

し
、

宋

地
輝

林

の
規
矩

が
行

わ

れ

る
よ
う

に
な

つ
た
。

榮

西

は
臨
濟
宗

黄

龍
派

の
輝

を
傳

え
、

博
多

の
聖
幅

寺
、

鎌
倉

の
壽
幅
寺

や
、

と

く

に

佛

敏
界

の
中

心
地

で
あ

る
京

都

に

は
建
仁

寺

を
開
創

し

た
が
、

建
仁

寺

は
台
密

暉

の
兼

學

道
場

で

あ
り
、
叡

山

の
別
院

の
よ
う

な
形
態

に

お

い
て
開
創

さ

れ

た
も

の
で
あ

り
、
壽

嘔

寺

に
お

い
て
も
加
持

所
疇

を
行

つ
て
、
密

教
的

性
格

が
強

か

つ
た
。

も
と

も
と
榮

酉

は
傳
輝

者

で
あ

る
と
同

時

に
、

葉

上
流

の
租

と
ま

で
崇

め
ら

れ

る
台

密

の
槽
威

者

で
あ

つ
た
。

榮
西

門

下

の
中

で

も
輝

の

心

印

を
承

け

た
も

の

に

は
、
佛

樹
明

全

(建
仁
二
世
、
入
宋
し
て
彼
地
に
死
す
)、

退
耕

行
勇

(高
野
山
暉
定
院
を
金
剛
三
昧
院
と
改
稔
し
、
鎌
倉
漂
妙
、
東
勝
の
二
刹
開
創
)
、

繹

圓
榮

朝

(
上
野
世
艮
田
長
樂
寺
開
創
)
ら

で
あ

る
。

そ

し

て

こ
れ
ら

の
輝
侶

は
密
敏

的
色

彩
が

強
く

て
、

ま
だ

純
然

た
る
暉
苑

の
規

矩

を

行

う

ま

で
に

は

い
た
ら

な
か

つ
た
。

尤

も
道

元

は
宋

か
ら
臨
朝

後
、

建

仁
寺

に
留
錫

し
、

ま
ず

普
勧

坐
輝

儀

を
著

し

た
。

の
ち
深
草

に
庵

京
都
輝
と
鎌
倉
輝

二
三



輝

學

研

究

ご
四

居
し
た
が
、
さ
ら
に
宇
治
谷
口
の
極
樂
寺
の
善
趾
に
観
音
導
利
院
を
開
き
、
天
編
元
年

(
=
一三
三
)
伽
藍
の
完
備
を
待

つ
て
興
聖
寳
林
寺

と
改
名
し
、
縄
林
の
規
矩
の
も
と
に
開
堂
の
式
興
を
拳
げ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
縄
苑
の
規
矩
行
わ
れ

「
建
仁
の
本
願

(榮
西
)入
唐
し
て
輝

門
戒
律
の
儀
傳
え
ら
れ
し
も
、
只
狭
鉢
に
し
て
事
々
し
き
坐
繹
の
儀
は
な
か
り
け
り
。
國
の
風
儀
に
任
せ
て
天
台
眞
言
な
ど
あ
ひ
な
ら
べ

り
、

一
向
の
輝
院
の
儀
式
は
時
至
り
て
佛
法
房
の
上
人
(道
元
)深
草
に
て
大
唐
の
如
く
廣
鉢
の
坐
輝
始
め
て
行
ず
」
と
無
住
が
雑
談
集
に

語
る
如
く
で
あ
る
が
、
道
元
が
護
國
正
法
義
を
著
し
た
と
き
、
途
に
叡
山
の
弾
璽
を
う
け
た
こ
と
を
漢
嵐
拾
葉
集
は
誌
し
て
い
る
。

　

　

後
嵯

峨

法
皇

御
時

、
極

樂
寺

佛
法
坊

立

=
宗

門

一殿

二
教

家

一。

覧
住

坊
讃

=
止
観

一音
有

γ之

。

造
=
護

國

正
法
義

一。

宗

門

及

一奏

聞

一時

。

故
法
印
御
旺
可
埆

二是
非
由

被
二仰
王

ケ
リ
。
護
國
浅

皇

乗
屯
難

所
解
也
プ

之
・
不
r依
二佛
教
首

開
界

尤
相
偽

然
ギ

　

　

　

　

の

ノ

モ
ノ

シ
ウ
不

γ可

γ
及

二
沙
汰

一云
被

レ却

一一彼

極
樂

寺

一。

佛
法

房
追

却
畢

。

こ

の
よ
う

に
道
元

は
顯

密
諸
宗

の
墜
力

の
強

い
京

都

か
ら
追

放

さ
れ

て
、
北

越

の
地

に
純

一
な

る
洞
上

の
縄

を
墨

揚

し
た

が
、

し
か

し

こ

れ
は
ま

だ
公

認

さ
れ

た
も

の
で

は
な

か

つ
た
。

榮

西
寂

後
牛

世
紀

に
し

て
、

輝
宗

は
大

い
に
興
起

し

た
。
す

な

わ
ち
圓

爾
緋

圓

は
京

都

に
九
條
家

の
庇
護

に
よ

つ
て
東

幅
寺

を

創

め
、

蘭

漢

道
隆

は
幕

府

の
招
請

に
よ

つ
て
宋

か
ら
來
朝

し
、

鎌
倉

に
建
長

寺

を
開

き
、

純
然

た
る
暉
苑

の
清
規

を
實

践

し
た
。

そ

し

て
爾

師

と

も

に
租

師
榮

西

の
開
創

し
た
建
仁

寺

に
住
持

し
た
。

正
嘉

二
年

(
=

一五
八
)
圓
爾

は
回
緑

に
か

か

つ
た
建
仁

寺

の
諸

堂

伽
藍

を
復

興

し

た
。

當
時

圓
爾

は
東
頑

、
建

仁
雨

寺
を
兼

管

し

た
も

の
か
、
今

日

に
い
た

る
ま

で
、

東

幅
寺

常
樂

庵
(
開
山
堂
)
の
塔

主

は
毎
夜

子
刻

(午
前
○
時
)

を

期

し
て
献

粥

誠
経

の

の
ち
、

聖

一
國

師
迭

り
鐘

を
撞

い
て

い
る
。

そ

の
鐘

聲
殿

々
と

し

て
京

洛

の
夜

空

に
鳴
り

響

い

て

い
る
。

そ
し

て

ま

た
建

仁
寺

開

山
堂

の
護
國
院

に
お

い
て

は
、
丑
刻

(
午
前

二
時
)
に
迎

え
鐘
を
撞

い
て
献
粥

調

経
が
行

わ

れ

て

い
る
。
圓

爾

は
建

仁
十

世

で
あ

る
が
、

蘭

漢

は
圓

爾

に

つ
い
で
建
仁

十

一
世
と

な

つ
た
。

蘭
漢
が

建

仁
寺

に
住
持

し

た

の
は
正
元

元
年

(
一
二
五
九
)
で
あ

る
。
蘭

漢

む

は
建
仁
住
山
中
、
建
仁
寺
を
建
寧
寺
と
語
録
に
も
記
し
て
い
る
。
後
深
草
天
皇
の
御
諜
久
仁
の
仁
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
蘭
漢



は
繹
林
の
規
矩
に
よ
つ
て
入
寺
開
堂
し
、
土
地
紳
を
安
置
し
、
塔
頭
西
來
院
を
創
め
た
。
後
嵯
峨
上
皇
に
召
さ
れ
て
宮
中
に
入
り

夙

縁

深

厚

到
=扶

桑
一

黍

主
=精

藍
一十

五

霜

大

國

八

宗

今

鼎

盛

建
一一輝

門

駿
「仰
二賢

主
噛

と
の

一
偶
を
す
す
め
、
帝
都
に
灘
門
を
興
そ
う
と
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
却
つ
て
叡
山
曾
徒
の
反
感
を
買
い
、
蘭
漢
は
京
都
を
去
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
し
か
じ
建
長
五
年

(
一
二
五
三
)
後
深
草
天
皇
か
ら

「
大
建
長
興
國
輝
寺
」
の
勅
額
を
下
賜
さ
れ
、
か
れ
が
身
を
以

て
實
践
し
た
租
師
輝
の
弘
通
は
途
に
輝
宗
を
公
認
濁
立
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
榮
西
豫
言
の
如
く
、
圓
爾
、
蘭
漢
爾
師
出
ず

る
に
お
よ
ん
で
繹
の
興
隆
を
見
た
。
前
者
は
京
都
輝
を
代
表
し
、
後
者
は
鎌
倉
の
地
に
あ
つ
て
、
武
家
の
庇
護

の
も
と
に
租
師
繹
を
塞
揚

し
た
。
か
れ
に
引
績
い
て
兀
庵
普
寧
、
無
學
祀
元
、
大
休
正
念
、

一
山

一
寧
ら
の
來
朝
鱈
に
よ
つ
て
琿
の
興
隆
を
見
た
。
こ
れ
を
京
都
琿

に
封
し
て
鎌
倉
輝
と
い
う
。二

 

さ

て
圓
爾

辮
圓

(
=

一〇
ニ
ー

一
二
八
〇
)
の
京
都

灘

は
密
教

的
性

格
が

強

か

つ
た
。

こ
の

こ
と

は
既

に
日
本
佛

教

史

の
研

究

日

(
大
屋
徳

城
著
)
に
お

い
て
指
摘

さ

れ
た

こ
と

で
あ

る
が
、

し
か

し
圓
爾

は
軍

な

る
密
教

曾

で

は
な
く
、

榮

西
時

代

よ
り

一
段

と
縄

の
地

位

を
佛
敏

界

に
高

め

て

い
る
し
、

ま

た
宋
代

暉
界

に
大

き
な
影

響

を
與

え
た
延

壽

の
家
風

を
、

日
本

に
再
現

す

る

こ
と
が
、

顯
密

諸
宗

に
伍
し

て
縄

を
摯

揚
す

る
た

め

に
は
最

も
相
鷹

し

い
接
化

で
あ
り
、

こ
の
黙

圓

爾

は

最

適

の
宗

師

で

あ

つ
た
。

虎

關

師

錬

が

「
建

久

の
間
、

西

公

(榮
西
)
は
黄

龍

の

一
派

を
導

く
、
只
く
濫

筋

た
る

の

み
、

建
長

の
中

、
隆

師

(
蘭
漢
)
は
東
壊

に
論
唱

す
、

筒
帝

郷

に
薄

し
。
慧

日

の
道

は

君

相

に
協

ひ
、

化
畿

彊

に
沿

く
、
外

侮

を
禦

ぎ

て
正
宗

を
立

て
、
教

綱

を
整

へ
て
繹

綱

を
提
ぐ

、
蓋

し
祀

道

の
時

を
得

た
も

の

か
」

と
元

亨

繹

書

に
記

し

て

い
る
の
も

尤
も

な

こ
と

で
あ

る
。

京
都
輝
と
鎌
倉
輝

ご
五



輝

學

研

究

二
六

圓

爾

は
建

仁

二
年

(
=

一〇

二
)
駿
州

藁
科

に
生
れ
、

五
戯

の
幼

童

で
久

能

山

に
登
り

発
辮

法
師

に
就

き
、

十

八
戯

の
と

き
智
謹

大
師

の

遺
跡

を
慕

つ
て
園

城
寺

に
お

い
て
薙
髪

し
、

ま

た
東

大

寺

に
行

き

登
壇

受
戒

し

た
。
大

小
乗

の
佛
教

學

は
勿

論
、
孔

孟

老
荘

の
學

も
研
鎖

し
た
が

、
榮
朝

の
道
聲

を

き
き

上
州
長

樂
寺

に
行

き
、

そ

の
所
蕊

を
拍

き
、

ま

た
久

能
山

の
見
西

に
見

え
て
密
教

の
秘

奥

を
受

け
、

さ
ら

に
行

勇

の
住

持
す

る
壽

幅

寺

に
も
、

二
十

五
歳

か
ら

二
十

九
蕨

ま
で

い
た
が

、
東

密

の
系
統

を
引

く
行

勇

に
は
鯨

り

心
を
傾

け

な
か

つ
た

も
の

の
よ

う
で
、
般

若

房
了

心

の
首
楊

嚴
経

を
客

位

に
列

し

て
聴

い
た
り
、

鶴
岡

八
幡

の
法

華

八
講
會

に
列

し

て
も
己

が

意

に
契

わ
ず

、

入

宋
求

法

の
志

を
固

め
專

ら
大
藏

経

を
披
閲

し

て
、

二
十

九
歳

の
冬
、

再

び
榮
朝

の
も
と

に
飼

つ
て
師

事

し

た
。

こ
の
榮
朝

は
台

密

を
葉

ヒ
流

の
榮
西

に
承

け
織

い
だ

の
で
あ

る
が
、

蓮
華

院

に
住

し
た

の
で
、

そ

の
密
法

を
蓮

晦
流

と

い
う
。

そ

し

て
圓

爾

は
榮
朝

に
よ

つ
て
台

密

の
奥

義

を
究

め
、

三
十

二
歳

の
と

き

に
は
傳

燈
大
阿

閣

梨

の
位

に
列

す

る
椹
威

者

と

な

つ
た
。

し
か

し
か

れ
は
教

外

の
宗

旨

に

い
ま
だ

そ

の
旨

を
得
ず

と

い
い
、
涙

を
流

し

て
榮
朝

の
も
と

を
去
り

、
嘉

禎
元

年

(
…
二
輔.一五
)
入

宋

し
、
諸
方

歴
参

の
の
ち
径

山

の
無

準
師

範

に

就

い
て
参

輝

辮
道

し
、

在
宋

七
年

、
途

に
無

準

の
輝

を
嗣
承

し
仁

治

二
年

(
一
二
四

一
)
に
蹄

朝

し

て

い
る
。

か
れ

の
活

動

し

た
地

は
九
州

(太
宰
府
崇
幅
寺
、
博
多
承
天
寺
、
肥
前
氷
上
山
萬
壽
寺
)
、

京
都

(
東
幅
寺
、

建
仁
寺
)、

鎌
倉

(
壽
幅
寺
)
等

で
あ

る
が
、

と
く

に
京

都

の
東
幅

寺

を

中
心

と
し

て
暉

を
摯

揚

し
た

こ
と

は

こ
こ

に
い
う

ま
で
も

な

い
。

む

む

と

こ
ろ

で

こ
の
東
福

寺

の
寺
名

は
東

大
、

興

輻
爾
寺

か
ら

一
字

つ

つ
採

つ
て
名
け

ら

れ
た

と

い
わ

れ
、

九
條

道
家

の
宏

牡

な
意
圖

に
よ

つ
て
、

絡
合

佛
敏

が

計
講

さ

れ
た

の
で

あ
ろ
う

。
す

な
わ

ち

九
條

道
家

が

東
幅
寺

の
建
造
物

並

に
寺
産

を
遜

分

し

た
惣
虞

分

に
よ

れ
ば

當
寺

者
、

懸
一一慕
繹

尊
在

匿
之

遺
跡

一、
欣

二
求

如
來

滅
後

之
値

遇

一、
奉

γ
顯
二
五
丈

之
聖
容

一建

一一立
敷

箇

之
堂
宇

一也

。
是

以
偏

模

二
天
纏
.

震

旦
叢

林
開
堂

之

風
俗

一、

殊
定

一一置

二

食
長

齋

之
柄
曾

一、

可

γ令

下
受

二
學
戒

定

慧
之

三
門

一以

二
大
小

顯
密
戒

律

一爲

=
総
躰

一、

以
二
眞

㈲

言

止
観
宗

門

一爲
中
專
宗

上
。
是

傳
数

大
師

素

願
也

。

と
あ
り

、
戒

定

慧

の
三
門

を
受
學

せ
し
む

る

た
め

に
大

小
乗

顯
密

戒
律

の
佛
教

を
総

合

し
、

と
く

に
眞

言

(
台
密
)
、

止
観

、
宗

門

(輝
)
を



以
て
專
宗
と
な
も
す
の
と
し
、
こ
の
こ
と
は
傳
数
大
師
の
素
願
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
鮎
榮
西
の
建
仁
寺
開
創
と
そ
の
規
を
一
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
密
敏
的
な
も
の
を
惣
庭
分
の
中
に
指
摘
す
れ
ば
、
東
西
廻
廊
各
二
十
六
間
、
合
し
て
五
十
六
箇
間
の
壁
面
に
繹
宗

の
祖
師
西
天
二
十
八
租
、
震
旦
六
租
並
に
眞
言
八
租
、
天
台
六
祀
等
の
行
状
を
圖
糟
し
、
輝
宗
建
築
に
な
い
灌
頂
堂
を
設
け
て
胎
藏
、
金

剛
の
爾
界
曼
奈
羅
や
眞
言
八
租
の
像
を
安
置
し
、
ま
た
寳
藏
二
宇
の
申
、

一
宇
に
は
密
宗
章
疏
並
に
寳
物
を
納
め
、
他
の

一
宇
に
は
顯
宗

章
疏
並
に
俗
書
を
入
れ
、
或
は
寳
光
院
と
號
す
る
圓
堂
(八
角
)
一
字
を
設
け
て
丈
六
の
愛
染
明
丑
像
の

一
膿
、
等
身
の
同
像
十
七
膿
、

一

寸
六
分
の
同
像

一
萬
艦
を
安
置
し
た
と
い
う
如
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
圓
爾
は
前
述
の
よ
う
に
入
宋
前
す
で
に
台
密
の
灌
威
者
で
あ
り
、
鯖
朝
後
径
山
無
準
の
揮
を
塞
揚
す
る
と
と
も
に

一
方
に
お

い
て
は
密
教
経
典
の
講
授
を
し
た
り
、
門
下
に
傳
法
灌
頂
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文
永
九
年

(
=
毛

二
)
十
月

六
日
、
宰
相
(基
忠
)
己
講

の
議
願
に
よ
つ
て
、
東
温
き
方
丈
に
お
い
て
大
日
経
を
開
講
し
、
凝
兀
大
慧
(佛
通
輝
師
)が
こ
れ
を
筆
受
し
、
大
日
経
見
聞
十
巻
と
し
た
。

ま
た
喩
祇
経
見
聞
が
あ
り
、
同
じ
く
凝
兀
が
圓
爾
に
面
授
し
た
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
弘
安
三
箪

(
一
一.八
〇
)
十
月
、
遷
化
す
る
二

偶

日
前

に

い
た

つ
て
も
普

門
、

恵

饒
、
爾

性

ら

の
三
人

に

灌

頂

會

を
行

つ
て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
圓
爾

の
輝

に
は
密
教

的
色
彩

が

強

か

つ

た
。さ

て
ま

た
圓

爾

は
輝

を
睾
揚

す

る
と

き
、
宋

の
延

壽

の
著

わ

す
宗

鏡
録

を
講

じ

た

こ
と
が
聖

一
國
師

年
譜

の
中

に
見

う

け
ら

れ
る
。

す

な

わ
ち
寛

元

三
年

(
=

三

四
)
後
嵯

峨

天
皇

に
こ
の
書

を
す
す

め
、

天
皇

は
萬

機

の

い
と
ま

つ
ね

に
宗

鏡

録
を
讃

ま

れ
、

そ

の
書

の
後

に

筆
・を
染

め
ら

れ

「
朕
得

認
此
録

於
爾

師

一見
性

己
了

」
と

題

せ
ら
れ

た
。
虎

關
師

錬

は
元
亨

繹

書

に

余
昔

陪

二
文

懸

(
縞
山

)
上
皇

一、

御
几

ヒ
堆

二
亘
編

一、

脆
而
閲

γ之

宗
鏡

録
全

篇
也
。

其

終
有

一一寛
元

(
後
嵯

峨
)
帝

寳
墨

一日

、
、

朕
得

一爾

師

之

此
録

一見
性

己

了
。
震

奎
燗

然
。

時

余
尚
幼

、

以
γ
爲
下
慧

日
之
於

二
帝

者

一也

春
脊

上
　
。

逮

レ
修
一一此
書

一見
二
其
侍

γ病

之

事

一、

盆

々

欽

二
叡
翰

之
不

7
謁

　
。

京
都
繹
と
鎌
倉
繹

二
七



輝

學

研

究

二
八

と
誌
し
て
い
る
。
東
福
寺
が
ま
だ
竣
工
し
な
い
頃
、
道
家
は
圓
爾
を
普
門
院
に
居
住
せ
し
め
た
。
寛
元
四
年

(
=
西
六
)
圓
爾
は
こ
の
普

門
院
で
關
白
近
衛
兼
経
の
請
い
に
よ
つ
て
宗
鏡
録
を
講
じ
た
。
こ
の
と
き
眞
空
、
守
眞
、
圓
憲
、
理
圓
ら
の
顯
密
諸
宗
の
學
櫓
も
そ
の
法

座
に
侍
つ
て
聴
聞
し
た
。
理
圓
は
こ
の
と
き
百
日
の
間
唱
導
し
、
世
に
未
曾
有
の
勝
集
と
稻
せ
ら
れ
た
。
翼
空
は
字
を
廻
心
と
い
い
、
自

ら
中
観
と
號
し
、
三
論
を
學
ん
で
そ
の
奥
義
に
通
じ
、
ま
た
密
教
を
究
め
法
華
経
を
講
じ
て
名
聲
が
あ
り
、
論
場
敵
な
く
東
大
寺
の
碩
才

と
稽
せ
ら
れ
た
。
寛
元
の
初
め
木
幡
観
音
院
に
住
し
た
が
、
た
ま
た
ま
圓
爾
が
普
門
院
で
宗
録
録
を
講
ず
る
こ
と
を
聞
き
、
掛
錫
し
参
縄

⑯

し

て
三
論

の
旨

を
決

す

る
と

こ
ろ
が

あ

つ
た
。

そ
し

て
圓
爾

も

ま

た
か
れ

の
三
論

の
學

に
精

し

き

こ
と
を
構

揚

し
た

と

い
う
。

ま

た
大
和

竹

林

寺

の
良
遍

は
喩

伽
唯
識

の
藏
奥

を
極

め

た
學

曾

で

あ

つ
た
。

こ
の
良

遍
も

ま

た
圓

爾

の
も

と

に
來

て
縄
要

を
問

い
、
法

相
宗

の
極

致

を
論

じ

て
眞

心
要

訣

三
巻

を
撰

述
し
、

書
簡

を
圓

爾

に
呈

し

て
駿

文

を
求

め
た
。

そ

の
書
簡

の

一
節

に

嘗
聞

。

縄

師
學

綜

二内

外

一。

解

渉

二
大
小

一。

在

γ宋

六
年

。
得

二
樫

山
長

老
之

法

一。

爲

=
臨
濟

和
尚

之
孫

一。

大
機

大
悟

。

有

二
無

凝

む

む

む

む

の

辮

一。
但

顧

=
吾
宗

一。
有

γ言

無

γ實

。

可

r恥

可

γ
悲
。
謹

作

二
愚
砂

(眞

心
要
訣

)
一。
以

呈
一座

下

一。
願

以
二
此
縁

一。
期

=
來

世

一耳

。

と

あ
り
、

良

遍

は
言

あ
り

て
寳

な

き
法
相
宗

を
顧

み

て
、

圓
爾

に
参

縄

し
唯
識

教
學

の
極

致
と

す

る
と

こ
ろ

を
撰

述
し
、

圓
爾

と
來

世

を

期

せ
ん

こ
と

を
念
願

し

た

の
が

こ
の
眞

心
要

訣

で

あ

つ
た
。
圓

爾

は
そ

の
書

に
駿
文

を
記

し

た
。
或

は
ま

た
元

亨
繹

書

に
よ

れ
ば

天
台

の

⑫

座
主
慈
源

(道
家
の
子
)
は
顯
密
の
秘
奥
を
問
う
た
り
、
叡
山
の
静
明
が
四
種
三
昧
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
静
明
は
後
嵯
峨
天
皇
に
召
さ
れ

て
天
台
敏
學
を
進
講
し
た
ほ
ど
の
學
僧
で
、
粟
田
口
(青
蓮
院
)
に
居
住
し
た
と
き
好
學
の
維
侶
大
い
に
集
つ
た
。
か
れ
が
圓
爾
に

「
子
未

く
わ
だ

だ
教
観
に
精
な
ら
ず
、
況
ん
や
我
が
佛
租
軍
傳
の
正
宗
、
宣
に
義
學
の
駿
て
及
ぶ
所
な
ら
ん
や
」
と
い
わ
れ
、
圓
爾
に
参
繹
し
て
凝
情
頓

に
や
み
、
涙
を
垂
れ
て
作
禮
し

「
我
若
し
來

つ
て
和
尚
に
見
え
ざ
れ
ば
、
い
か
で
か
無
上
の
妙
道
を
聞
く
こ
と
を
得
ん
。
た
と
ひ
生
を
隔

つ
と
も
敢
て
師
の
恩
を
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
い
お
わ
つ
て
去
り
、
ま
藷

子
公
深
を
圓
爾
の
も
と
に
遣
わ
し
警

乞
わ
し
め
や

こ
の

こ
と
を
師
蟄
は
本
朝
高
櫓
傳
に
、
か
つ
て
宋
の
長
水
子
落
が
廓
郵
慧
覧
に
参
暉
し
提
蜥
さ
れ
て
華
嚴
数
學
を
復
興
せ
し
め
た
こ
と
と
そ
の



規

を

一
に
す

る
も

の

と
し

宋

國
長

水
略

法
師

。
問

二
邸

郵

覧
輝
師

一日

。
清

漂
本
然

。

云
何

忽
生

山
河

大
地

。
覧

働

γ聲

答
日

。
清

深
本

然
。

云
何

忽

生
山
河

大
地

。

喀

於

三
言
下

一頓

裂
=
経

綱

一。

明

公
問

=
聖

一
國
師
紹

待
妙

一。

鯛

コ
其

關
涙

一。

知

解
際

断

。

因

日
。

不

γ見

二
和

爾

一安
得

γ
窺

二
佛
租
玄

ω

福

一。

異
域

異
宗

。
機

縁
相

似

。
夫
法

華
華

嚴
圓

頓
之

機
設

。
而

從

γ
教
入

γ
輝
。

振

r
古
此

二
宗

而
已

。
魯

一
攣

至
=
於
道

一之
謂
殿

。

と

い

つ
て

い
る
。

思

う

に
趙

宋
佛

教

の
教
琿

融
合

は
、

延
壽

以
來

の
傾

向

で
あ
り

思
潮

で
あ

つ
た
。
ま

こ
と

に
圓

爾

は
延
壽

の
家

風

を
日

本

に
再

現

し

た
暉

櫓
　で
あ

つ
た
。

次

ぎ

に
墨

ぐ

べ
き

こ
と
は
、
圓

爾

は
儒
佛

道

三
敏

の
要
旨

を
講

述

し

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
聖

一
國
師

年
譜

に
よ
れ

ば
正

嘉
元
年

(
[
二
五
七
)
北
條

時
頼

の
招

請

に
よ

つ
て
鎌
倉

へ
行

き
、

大

明
録

を
講

じ
大

い
に
敬
信

さ

れ
た
。

こ
の
大
明

録

は
宋

の
居
士

圭
堂

の
著

で
宋

儒

の
學

読

を
睾
げ

、

儒
佛

道

三
教

の
類

似

鮎
を

指
摘

し

た
も

の
で
、
宋

の
習

合
折

衷

の
時
代

思

潮

に
乗

じ
て
試

み

ら
れ

た
論
著

で
あ

る
。

元
亨

繹
書

に
よ
れ
ば

「
或

ひ
と

の
言

く
、
爾

師

佛
鑑

を
騨

す

る
と

き
、

鑑

、
大

明
録

を
付

し

て
曰

く
、
宗

門

の
大

事
此

の
書

に

㈲

備

れ
り
、

子
本

土

に
蹄
ら

ば
是

を
以

て
準

と
な
せ

よ
と
。

爾

携

へ
て
蹄

る
。

故

に
李

副

帥

(時
頼
)
屡

々
爾

に
聞

く
」

と
誌

し
、

圓
爾

が
佛

鑑

す
な

わ
ち
樫

山

の
無
準

師
範

の
も

と
を
僻

す

る
と
き
、

師

の
無
準

は

こ

の
書

を
付

し
、
宗

門

の
大

事

は

こ
の
書

に
備

わ

る
か
ら
、

口
本

に
蹄

つ
て
暉

を
摯
揚

す

る

と
き

こ

の
大
明

録

を
準
檬

と
せ
よ

と
、
恰

も
付

法

の
信

の
如

く
重

ん
ぜ

ら

れ
た

と

い
う

の

で
あ

る
。

し
か
し
元

亨

繹
書

の
著

者
虎
關

師

錬

は

「
爾
師

の
蹄

る
時

に
將

來

せ

る
経

籍
敷

千

巻
、

見

に
今

普
門

の
書
庫

に

あ
り

、内

外

の
書

、
棟

に
充

つ
。

其

の

中

に
佛

法
大

明
録

二
十

篇

あ
り
、
是

を
以

て
世
人

記

し
て
言

ふ

の

み
。

予
其

の
書

を
見

る

に
謬
妄
甚

だ

し
き

こ
と
言

ふ

べ
か
ら
ず

。
故

に

ひ
ろ

我
通
衡
の
中
に
其
の
尤
な
る
も
の
を
擾
つ
て
之
を
非
す
。
凡
て
数

十
條

な
り
。
叉
夫
れ
佛
鑑
老
人
は
楊
岐

の
中
興
に
し
て
正
限
洞
明
な

り
。
寧
ぞ
斯
言
あ
ら
ん
や
。
只
其
れ
爾
師
は
屡
々
群
書
を
閲
す
。
其
の
聞
或
は
大
明
の
相
似
の
虎
を
采
つ
て
談
柄
を
資
く
る
の
み
。
後
學

つ
ま
び
ら

た
や
す

⑯

委

か
に
せ
ず
韓
く
佛
鑑
付
授
の
言
を
加
ふ
」
と
い
い
、
圭
堂
の
謬
妄
数
十
條
を
か
れ
の
著
濟
北
集
の
通
衡

に
論
述
し
た
こ
と
を
述
べ
、

京
都
暉
と
鎌
倉
暉

二
九



暉

學

研

究

三
〇

な
お
元
亨
繹
書
に
も
二
三
を
摯
げ
て
破
斥
し
て
い
る
。

し
か
し
虎
關
の
い
う
よ
う
に
大
明
録
が
杜
撰
不
備
の
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
圓
爾
は
こ
の
書
を
以
て
儒
佛
道
三
教
の
相
似
す
る
と

こ
ろ
を
か
り
て
暉
を
摯
揚
し
、
教
化
に
力
め
た
で
あ
ろ
う
し
、
弘
安
三
年

(
一
二
八
〇
)
六
月
書
籍
の
整
理
を
し
三
敏
典
籍
目
録
を
作
つ
て

普
門
の
書
庫
に
お
い
た
と
年
譜
に
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
の
ち
大
道

一
以
の
文
和
二
律
目
録
、
知
有
の
明
徳
三
年
目
録
に
も
こ
の
大
明
録
が

の

の

畢
げ
ら
れ
て
い
翫
な
ら
ば
、
圓
爾
は
大
明
録
を
講
じ
、
ま
た
儒
佛
道
三
教
の
要
旨
を
述
べ
て
琿
を
提
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
文
永

五
年

(
一
二
六
八
)
に
は
堀
川
の
大
相
國
源
基
具
に
三
教
の
大
旨
を
問
わ
れ
、
三
教
要
略
を
述
べ
て
呈
し
た
り
、
儒
数
の
立
場
を
固
執
し
て

却
つ
て
眞
理
の
宣
揚
よ
り
も
枝
末
的
な
儒
佛
の
論
事
を
挑
ん
だ
菅
原
爲
長
に
は

菅
諌
議
爲
寒

爲
二儒
宗
↓・
嘗
日
唐
土
三
教
・
慰
梼
膣

"
本
魁
璽

、
不
γ及
=繹
些

何
残

意
欝

.憲
、
聞
=落

色

、
茎

匙

洗
醜

準

百

偶
豊

叢

藏
墜

師
日
我
法
佛
縫

急

懇

相
鳳
、
懲
璽

監

爵
壁

虚
改

、
某
臥
世
蟄

降
五

+
琶

㍉
強
講

牝

錐
赤
否

穿
魯
轡

而
甑

一養

蘇

二繹
旦
、
以
楓
働

.畦

恋

㌫

庇
、
不
γ知
公
於
二孔
f

ニ

ヲ
カ

ヤ
ト

ツ
ク
ン
デ

ヲ

ノ
テ

ニ

・

ニ
ス

ヲ

ニ

・
ル
・
ト
㈱

我

已
不

γ
能
=
酬

封

一。

彼

詰
以

=
世
系

一、

已
得

二
幾

世

一
乎
、

菅

公
籍

γ
口
而

退
、

語

γ人

日
、

我
欲

下
與

一一爾
師

一抗

占
衡
、

と

い

つ
た

よ
う
な

輝

の
作

略

を
用

い
た
が
、
晩

年

に

お

い
て
も
建

治
元
年

(
=

一七
五
)
に
は
塾

山
法

皇

に
三
教

の
旨

趣

を
進
講

し

た
。

こ

れ
を
思

う

に
脛

山

の
師
無

準
師

範

が

「
三
敏
聖

人
、

同

一
舌
頭

、

各
く
門

戸

を
開

く
、

其

の
旨
蹄

を

鞠

せ
ば
、

則
ち

二
致

な

し
。
惟

輝
宗

㈹

は
語
言
情
識
の
表
に
超
出
す
。
之
を
無
門
の
門
と
謂
う
」
と
喝
破
し
た
無
準
の
家
風
を
承
け
繊
い
だ
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
聖

一
輝
の
性
格
を
考
察
す
る
と
き
、
圓
爾
は
入
宋
前
台
密
を
究
め
、
そ
し
て
入
宋
ル
て
径
山
無
準
か
ら
租
師
輝
を
嗣

法
し
て
鯖
朝
し
て
い
る
の
で
、京
都
に
東
幅
寺
を
開
創
し
た
と
き
は
、密
教
的
性
格
を
多
分
に
持
つ
た
形
態
に
お
い
て
法
憧
を
樹
立
し
た
。

當
時
南
都
北
嶺
の
顯
密
諸
宗
は
断
え
ず
、
新
興
佛
敏
に
揮
璽
を
加
え
、
宗
論
を
申
込
ん
だ
り
、
新
興
す
る
佛
教

の
停
止
を
朝
廷
に
傲
訴
し

た
。
正
統
佛
教
を
以
て
任
ず
る
顯
密
諸
宗
は
、
新
興
佛
教
を
全
く
相
反
す
る
邪
教
と
し
て
排
斥
し
相
容
れ
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
佛
敬



界

の
事
情

の
も

と

に
あ

つ
て
、
圓

爾

は
顯

密

の
教

宗

と
新

興
佛
教

の
輝

と
を
調

和

し
、

止

揚

し
て
當
時

の
佛
教
界

に
溝
新

な
氣

風

を
入

れ

て
、
法

憧

を
樹
立

し

た
と

み

る

こ
と
が
出

來

る
。

し
か
も
教

琿

蚊
置

す

る

こ
と

は
、
圓

爾

に
は
矛
盾

し

な
か

つ
た

で
あ

ろ
う
。

當
時
宋

代

佛

教

の
動
向

は
、
教

輝

一
致

、

浄
縄

一
致
、

儒

閥

一
致

、

儒
佛
道

三
教

の

一
致

と

い

つ
た
習

合
折

衷

の
思
潮

の
上

に
打

立

て
ら

れ

た
佛

教

で
あ
り

、
圓
爾

の
師

無

準

は
南
宋

悼
尾

の
縄
傑

で
、

こ

の
時

代
思

潮

の
上

に
法
憧

を
高

く

か

か
げ

た
輝
櫓

で
あ

る
。
圓

爾

が
宗
鏡

録

を
講

じ
、
大

明
録

を
依

用

し
て

三
教

の
旨
趣

を

述

べ
た

の
も
、
宋

代
佛

教

の
動
向

に
影

響

さ
れ
、

ま

た
自

ら
も

酌
む

と

こ
ろ
が

あ

つ
た

で
あ
ろ

う
が
、

し

か
し
そ

の
鯖
結

す

る

と

こ
ろ

は
繹

で
あ
り

「
輝

と

は
佛

心

な
り
、

律

と

は
外

相

な
り
、

教

は
言

論
な

り
、
稻

名

は
方

便
な
り

、

鋤

こ
れ
等
の
三
昧
み
な
佛
心
よ
り
出
た
り
、
故
に
此
宗
を
根
本
と
す
る
な
り
」
と
示
す
法
語
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
宮
廷
や
九
條
家

一

門
の
蹄
仰
を
得
て
確
立
し
た
圓
爾
の
公
家
輝
は
、
宋
代
の
暉
風
を
再
現
し
つ
つ
、
ま
た
宋
の
縄
者
と
も
異
る
密
教
的
性
格
を
も
つ
濁
自
性

が
あ
つ
た
が
、
榮
西
よ
り
更
に

一
段
と
佛
教
界
に
お
け
る
縄
の
地
位
を
高
め
て
い
る
。
漢
嵐
拾
葉
集
に

ヲ

ハ

(
葉
上
)

ニ

テ

近
頃

入
唐
櫓

共
習

二
輝
宗

一輩
用

漂
房

聖
人

後
號

二
僧

正

一。

此
人

於

=唐

土

一習

二琿

法

一鋸
朝

後
弘

=
通

之

一。

翼
言

吾
朝

於
自

γ本
習

學

ア

レ
テ

ア

(藁
上
)

ヲ

リ

キ
。

於

=
唐
土

一錐

r碩

二
望

之

一。
唐

土
翼

言
敏
慶

人
師

無

r
之
。
働

用

潭
房

於

二
唐
土

一眞
言

師

セ

ラ

レ
タ
リ
。

當
世

ナ

ン
ト

ハ
サ

コ
ソ

　

　
　
よ
　

慶
タ
ラ
メ
。

此
人
弟
子
般
若

房
法
印
云
人
有
r之
。
其
随
分
眞
濡
師
也
。

用
L
房
御
意
。

輝
宗
天
台
上
眞
言
下
可
γ置
γ之
由
思
召

㈱

給

。
是

山
法

師

也
。

云

々
。

と

い
う

よ
う

に
、

叡

山
側

の
文

献

に
よ

る
と
、

葉

上
屠

す
な
わ

ち
榮

西

は
、
縄
宗

の
佛
教

界

に
お

け

る
地

位

は
天
台

の
上

で
、

眞
言

の
下

に
置

い
て

い
た
と
見

て

い
る
。

勿
論

叡

山
櫓

は
縄
宗

は
天
台

に
及
ぼ

な

い
も

の
と

し
、
泉

涌
寺

俊

茄

の
例

を

と
り

、

　

こ

又

我
縄
法

師

云
人
有

γ
之

。
是

於

=
我
朝

一學

一天
台

一入
唐

於

二
唐
土

一随

二
公
請

一論
決

授

人
也
。

此

人
爲

二
暉
宗

一。
然

者

輝
宗

天
台
不

γ及

㈱

存

間
。
於

=
吾
朝

一不

=
弘

通

三
。
泉

涌

寺
最
初

建
立

人
也

。

云

々
。

と
誌

し

て

い
る
。

し

か
し
圓

爾

の
潤

宗

に
封

し

て

京
都
輝
と
鎌
倉
灘

一三



輝

學

研

究

三
二

聖

一
房
東
福
寺
長
老
也
。
元
寺
法
師
也
。
此
人
習
二縄
宗
一意
線
日
本
國
天
台
眞
言
等
行
人
本
山
多
r之
。

故
人
目
不
γ可
γ立
。

日
本
國

　
ぎ
　

縄
宗
弘
通
人
盛
無
γ之
。
価
習
二暉
宗
一弘
通

思
習
レ之
云
云
。
其
時
眞
言
宗
如
法
法
タ
リ
キ
。
花
嚴
宗
猫
盛
随
分
習
タ
レ
ド
モ
花
嚴
宗

ハ

㈱

不
=
弘
通

一。
聖

一
房

存
知

暉
宗

天
台

眞
言
等

其

上
置

γ
之

思
也
。

常
縄
宗

輩

此
定

申

也
。

と

い
い
、
圓

爾

は
暉
宗

を
天
台

、
翼

言

の
上

に
置

い
て

い
る

こ
と
を
誌

し

て

い
る
。

漸

く

に
し

て
暉
が
勃

興

し
、

輝
侶

が
暉
宗

の
地
位

を

高

め

つ

つ
あ
る

こ
と
を
肯

定

し

て

い
る
。
圓

爾
が

暉

の
地
位

を
天
台

、
眞

言

の
上

に
置

く

と

い
う

こ
と
を

　

こ

こ
そ

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

天
台

眞
言

上
置

二
暉
宗

一
云
事
。

聖

一
房
不

レ
限
、

一
切

教
教

家
F

7
之

縄
教
外

別
號

レ之

。
琿

過
宗

無

γ之

慢

也
。

天
台

等
教

家
皆

六
塵

修

ト

テ

=

ル

㈱

行

云
下

レ
之
。

皆
皆

昧
落

也
。

と
批
剣

し
、

聖

一
房

に
限
ら
ず

、

繹
徒

は

一
切

教

を
教

家
と

下

し
、

自

ら

は
教

外
別

傳

と
號

し

て
、

輝

に
過

ぎ

た
る
宗

旨

は
な

い
と
慢

じ

て

い
る
と

し

て
い

る
。

も

と
も

と
叡

山

は
琿

を
該
撮

し
て

い
る
も

の
と
し

て
來

た
。
安
然

は
敏
時

謬
論

に

「
輝
門

は

た
だ
大

乗

の
理
観

を

傳

え
、

天
台

は

た
だ
顯

教

の
定
慧

を
行

じ
、
眞

言

は

た
だ
秘

密

の
事
理

を
修

す
。

こ
の
三
法

を
備

え

る
は

た
だ
我

一
山

な
り

。
印

度
斯

那

未

だ

こ
の
盛

な

る
も

の
を
聞

か
ず

」

と
読

い
た

と
な

し
、

叡

山

で
遮
那

、
止

観

の
雨
宗

が
行

わ

れ

て
、

暉
が

弘

通
し

な

い
の

は
、

天
台

宗

十

六
門

中

の
圓
教

空
門

に
輝

門

を
楯

し

て

い
る
か
ら

で
あ

る
と

し

た
。

さ
て

こ
の

こ
と
を
、

さ

き

に
述

べ
た
東
幅

寺
開

創

の
惣
樋

分

に

「
戒

定

慧

の
三
門

を
受
學

せ
し
め
、

大
小

顯

密
戒

律
を

以

て
総
躰

と

な

し
、
眞

言
、

止
観
、

宗

門

を
以

て
專
宗

と
な
さ

し
む
。

是

れ
傳
教

大
師

の
素

願

な
り

」
と

し

た

こ
と
と
思

い
合

せ

て
考

え
る

と
き
、

そ

の

形
態
、

趣
旨

に
お

い
て
は
叡

山
佛

教

の
再
興

で

あ

る
が
、

こ

こ
に

い
う
宗
門

(
騨
)
は
達

摩

の
祀
師

暉

で
あ

り
、

天
台

の
止

観
等

の
如

來
輝

と

は
異

つ
て

い
る
。
圓

爾

の
揮

は
租
師

揮

で
あ

る
が
、
佛

教

思
想

史

の
展
開

の
上

か

ら
、

そ

の
形
態

に
お

い
て
は
台
密

の
密
敏

的
性

格

を

も

つ
て
お
り

、

こ

こ
に
圓
爾

の
代

表

す

る
京

都

輝

の
特

徴

が
あ

る
。



三

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
榮
西
寂
後
半
世
紀
に
し
て
、
鎌
倉
に
は
中
國
か
ら
蘭
漢
道
隆
が

來
朝

し
、

つ
づ
い
て
兀
庵
普
寧
、
無
學
租

元
、
大
休
正
念
、
西
醐
子
曇
ら
の
宋
鱈

や
元
曾

一
山

一
寧
を
は
じ
め
敷
多
く
の
中
國
櫓
が
來
朝
し
、
祖
師
輝
を
提
示
し
て
武
家
を
接
化

し
、
新
た
な
る
暉
風
を
鮒學
揚
し
た
。
こ
れ
を
圓
爾
の
京
都
琿
に
封
し
て
鎌
倉
輝
と
い
う
。

來
朝
僧
が
暉
を
學
揚
し
よ
う
と
し
て
も
、
ま
ず
第

一
に
言
語
が
通
じ
な
い
。
そ
し
て
多
く
の
武
士
は
無
學
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
武
士

を
提
揖
接
化
す
る
た
め
に
、
教
乗
暉
、
躰
畿
禮
、
機
縁
輝
等
が
行
わ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
最
初
鎌
倉
に
琿
を
傳
道
し
た
の
は
榮
西

で
あ
る
。
か
れ
は
台
徒
の
反
封
を
受
け
て
鎌
倉
に
來
錫
し
、
正
治
二
年

(
一
二
〇
〇
)
政
子
の
本
願
に
よ
り
壽
幅
寺
を
開
創
し
た
。
こ
の
と

き
以
來
、
鎌
倉
に
教
乗
琿
が
行
わ
れ
た
。
敏
乗
繹
と
は
経
読
を
佑
じ
來
つ
て
暉
へ
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
榮
西
門
下
や
そ

の
門
流
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
印
今
暉
と
は
蘭
漢
や
租
元
ら
の
中
國
檜
は
日
本
語
に
慣
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
檜
俗
接
化
に
當
つ
て
難
解
な

租
録
、
琿
語
を
避
け
、
師
今
そ
の
場
で
人
々
の
機
縁
に
懸
じ
た
公
案
を
設
け
て
化
導
し
た
の
で
こ
の
名
が
あ
り
、
機
縁
揮
と
は
櫓
俗
の
熟

知
す
る
諸
種
の
縄
機
因
縁
を
公
案
と
し
、
ま
た
無
學
の
武
士
に
は
卑
近
な
機
縁
か
ら
商
量
し
て
、
漸
次
圓
熟
す
る
に
し
た
が
つ
て
、
祀
録

ひ
と
え

公
案

を
用

い
て
鉗
鎚

し

た
と

い
う
。

績
暉

宗
編

年
史

は
湘

南
録

な

る
も

の
を
依

用

し

「
大

覧
軍

衣

あ
り
、

嘗

て
貞
永

式

目
を
執

筆

せ
し
法

橋
圓

全

の
説

に
、
示

篇

を
衣
篇

と

誤
認

し
、

暉

は
軍

衣

な
り

と

せ
り

。

大
覧
曰

く
、

東
府

11
鎌

倉

の
民
、

輝

を
以

て
軍

衣

の
義

と
な
す

も

可

な
り

と
咲
笑

し

つ
つ
、

暉

は

元

來

重

着

な
し
、

一
輩

一
枚
卒

等

な
り

、

之

を
打

成

一
片
i

-
法

外

に
我

な
く
我

法

一
禮

な
り

と
云

へ

り

」
と

し
、

ま
た

「
佛

光

の
揮

暉

あ
り
、

曰

く
北
條

泰
時

の
重

臣
玄

蕃

允
康
連

の
部

下

に
盛
勝

な

る
も

の
あ
り

。

暉
宗

の
暉

を
揮

の
義

と

こ
ん
す

 解

せ

し
時

、

一
眞
侍

者

(
佛
光
録
の
編
者
)
便

ち

揮
子

を
盛
勝

の
面

前

に
提
起

し
、

一
切
衆

生
這

の
揮
子

中

に
蚕
動

す
、

揮
底
打

破

の
時
作

腰

生

と
、

盛

勝
無
語

」

の
機

縁

を
誌

し
、

こ
れ
ら

が
公

案

と
し

て
用

い
ら

れ
た

の
は
古
先

印

元

の
頃

か
ら

で
あ

つ
た
と

い
う
。

京
都
輝
と
鎌
倉
輝

芸

二



輝

學

研

究

三
四

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
輝
は
言
語
の
十
分
通
じ
な
い
中
國
曾
が
公
家
に
比
較
し
て
教
養
の
低
い
武
士
を
封
象
と
し
て
、
接
化
提
揖
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
幕
府
が
京
都
の
公
家
文
化
に
封
立
し
て
武
家
文
化
を
興
起
せ
し
め
よ
う
と
し
た
と
き
で
、

幕
府
は
宋
か
ら
名
徳
を
招
請
し
、
ま
た
宋
の
滅
亡
後
は
数
多
く
の
中
國
櫓
が
來
朝
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
來
朝
櫓
は
從
來
の
佛
教
界
を
顧
慮

す
る
こ
と
な
く
、
純
然
た
る
宋
地
の
縄
林
清
規
に
基
い
て
暉
風
を
學
揚
し
た
。
こ
の
鮎
圓
爾
ら
の
京
都
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。
も
つ
と

も
榮
西
や
そ
の
門
下
が
、
鎌
倉
に
お
い
て
輝
を
摯
揚
す
る
と
き
に
は
密
教
的
色
彩
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
蘭
漢
道
隆
が
建
長
寺
を
開
創
し

た
り
、
無
學
租
元
が
圓
覧
寺
を
創
建
し
た
と
き
に
は
、
純
然
た
る
縄
林
の
規
式
に
從

つ
た
も
の
で
あ
る
。
蘭
漢
道
隆
や
無
學
租
元
は
來
朝

し
た
輝
檜
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
が
、
の
ち
法
孫
の
榮
え
た
の
は
無
學
租
元
の
系
統
す
な
わ
ち
佛
光
派
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
こ
こ
に
お
い

て
は
無
學
租
元

(佛
光
輝
師
)
の
家
風
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

・

か
れ
は
諦
を
租
元
と
い
い
、
字
は
子

元
、

無
學
と
號
し
、

俗
姓
は
許
氏
、
明
州
慶
元
府

(漸
江
省
)
の
人
で
、
南
宋
理
宗
の
寳
慶
二
年

(
一
二
二
六
)
に
生
れ
た
。
十
三
歳
の
と
き
父
を
亡
い
、

臨
安
の
浄
慈
寺
に
投
じ
て
出
家
し
、
北
燗
居
簡
に
つ
い
て
落
髪
受
具
し
、
翌
年
脛

山
の
無
準
師
範
に
見
え
て
参
輝
修
道
し
た
。
十
七
戯
の
と
き
狗
子
無
佛
性
の
公
案
を
授
け
ら
れ
、
門
を
出
で
ぎ

る
こ
と
五
年
で
あ
つ
た
。

一
夜
四
更
、
首
座
寮
の
板
聲
を
き
き
忽
然
と
し
て
獲
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

　

　

　

　

一
槌

撃

砕

精

璽

窟

突

出

那

旺

鐵

面

皮

り

　

こ

え
　
　

　

雨

耳

如

γ聾

口

如

γ
唖

等

間

鯛

著

火

星

飛

と

の

一
偶

を
呈

し

た
と

こ
ろ
、

無
準

は
少

し
く

こ
れ
を
可

と

し
、

さ
ら

に
香
嚴

撃
竹

の
頒

を
示

し
た
。

無
準

が
示

寂

し

た
の
ち

は
、

石
漢

心
月

、
優

漢
廣
聞

、

虚
堂

智
愚

、
大

観
物

初

ら

の
諸

老

に
参

じ

た
。

た

ま

た
ま

大

観

物

初

の
大

慈
寺

で
、

一
日
井
櫻

に
登

つ
て
水

を

汲

み
、

醜
轄

の
牽
動

す

る

と
き
省

悟

し
、

さ
き

に
無
準

の
示

し

た
狗
子

無
佛

性

の
話
、

香
嚴

撃
竹

の
頒

こ

こ
に
蘇
纏

な

く
、

は

じ
め

て
先
師

無

準

の
妙
手

の
深

密

な
る

こ
と

を
識
得

し

た
。

と
き

に
年

三
十

六
歳

で
あ

つ
た
。
威
淳

五
年

(
一
二
六
九
)
台

州

(漸
江
省
)
の
眞

如
寺

に
住



し
、
お
る
こ
と
七
年
、
學
徒
大
い
に
集

つ
た
が
、
徳
砧
元
年

(
一
二
七
五
)
秋
、
元
兵
の
侵
入
に
よ
り
温
州
雁

蕩

山

の
能
忍
寺
に
避
難
し

た
。
し
か
し
翌
年
元
兵
は
温
州
に
も
押
入
つ
て
來
た
の
で
、
衆
曾
は
み
な
逃
げ
去
つ
た
が
、
か
れ
は
濁
り
堂
申
に
兀
座
し
て
去
ら
な
か
つ

た
。
元
兵
は
か
れ
の
頸
に
白
匁
を
加
え
よ
う
と
し
た
が
、
神
色
動
ぜ
ず

一
偶
を
拮
じ
て
い
う

「乾
坤
孤
節
を
卓

つ
る
に
地
な
し
、
喜
得
す

人
空
法
亦
空
な
る
こ
と
を
、
珍
重
す
大
元
三
尺
の
創
、
電
光
影
裏
に
春
風
を
斬
る
」
と
。
群
虜
は
感
悔
し
作
禮
し
て
去

つ
た
と
い
う
。
こ

の
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
話
柄
で
あ
る
。
か
れ
は
南
宋
衰
滅
の
と
き
に
出
世
し
た
が
、
北
條
時
宗
に
招
請
さ
れ
て
日
本
に
來
朝
し
た
。
日

本
に
來
朝
し
た
弘
安
二
年

(
一
二
七
九
)
は
南
宋
の
亡
び
た
鮮
興
二
年
に
當
る
。
こ
の
年
の
秋
、
建
長
寺
に
入
り
、
時
宗
は
弟
子
の
禮
を
と

り
、
蹄
依
い
よ
い
よ
厚
き
も
の
が
あ
つ
た
。
か
れ
は
時
宗
に
莫
煩
悩
の
三
字
を
與
え
て
心
謄
を
錬
成
し
、
元
竃
の
大
難
に
備
え
し
め
た
。

元
冠
静
ま
つ
て
の
ち
弘
安
五
年

(
一
二
八
二
)
圓
覧
寺
を
開
創
し
た
が
、
同
七
年
時
宗
俄
か
に
卒
し
た
の
で
圓
覧
寺
を
退
き
、
建
長
寺
に
餓

り
、
同
九
年

(
=
一八
六
)
九
月
三
日
、

「
來
る
も
亦
前
ま
ず
、
去
る
も
亦
後
れ
ず
、
百
億
の
毛
頭
師
子
現
じ
、
百
億
の
毛
頭
師
子
吼
ゆ
」

と
遺
偶
を
書
し
て
示
寂
し
た
。
壽
六
十

一
。
な
お
現
在
圓
覧
寺
正
績
院
舎
利
殿
裏
の
佛
光
塔
は
、
の
ち
建
武
二
年

(
一
三
三
五
)
に
移
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
鎌
倉
輝
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
、
無
學
祀
元
の
演
法
し
た
佛
光
國
師
語
録
の
中
に
は
、
圓
覧
経
や
樗
嚴
経
が
依
用
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
随
威
に
見
ら
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
輝
を
形
成
し
た
中
國
曾
は
言
語
が
不
自
由
で
あ
つ
た
か
ら
、
學
人
接
化

の
手
段
と
し
て
は
、
當
機
竸
面
に
學
人
を
鉗
鎚
し
悟
入
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
演
法
さ
れ
た
法
語
は
佛
光
録
の
場
合
、
と
く
に
圓
覧
、

楊
嚴
等
の
経
典
が
教
學
的
基
盤
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
圓
覧
経
は
詳
し
く
は
大
方
廣
圓
覧
修
多
羅
了
義
経

と
い
い
、
こ
の
経
典
の
流
布
に
勤
め
た
の
は
唐
の
圭
峰
宗
密
で
あ
る
。
宗
密
は
荷
澤
瀞
會
の
系
統
に
属
す
る
輝
信
で
あ
る
が
、
ま
た
清
涼

の
澄
観
に
就
い
て
華
嚴
を
學
び
、
暉
源
諸
詮
集
都
序
を
著
し
て
教
輝

一
致
を
主
張
し
、
華
輝
融
合
の

一
隻
眼
を
以
て
圓
覧
経
を
註
繹
し
、

圓
覧
経
大
疏
十
二
巻
、
圓
覧
経
大
疏
妙
二
十
六
巻
、
圓
覧
維
略
疏
四
巻
、
圓
覧
経
略
疏
砂
十
二
巻
、
圓
覧
経
略
疏
科

一
巻
、
道
場
修
詮
儀

京
都
輝
と
鎌
倉
輝

三
五



…陣

墨
・
研

究

一二
六

十
八
巻
等
の
撰
述
を
な
し
、
ま
た
そ
の
講
布
に
力
め
た
の
で
、
こ
こ
に
華
暉
融
合
の
潮
流
が
端
を
獲
し
た
。
の
ち
宋
代
に
い
た
つ
て
、
華

嚴
の
學
曾
長
水
の
子
略
は
桝
嚴
経
義
疏
十
巻
を
撰
述
し
た
。
か
れ
は
か
つ
て
洪
敏
に
つ
い
て
楊
嚴
経
を
學
び
、
ま
た
廓
那
の
慧
覧
に
参
輝

し
て
提
衡
を
う
け
、
華
嚴
を
究
め
て
華
嚴
敏
學
を
復
興
せ
し
め
た
。
榜
嚴
経
は
詳
し
く
は
大
佛
頂
如
來
密
因
修
誰
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楊

嚴
経
と
い
う
。
子
踏
は
榜
嚴
経
を
随
文
解
繹
し
て
、
そ
の
根
本
思
想
で
あ
る
如
來
藏
縁
起
を
明
ら
か
に
し
、
華
嚴
の
玄
旨
に
誘
導
し
よ
う

と
し
た
。
ま
た
宋
代
の
繹
曾
の
中
に
は
、
圓
覧
、
楊
嚴
等
の
経
典
を
依
用
し
て
説
暉
す
る
も
の
も
多
く
、
華
繹
融
合
の
潮
流
は
大
き
く
流

れ
た
。
い
ま
無
學
租
元
の
演
法
し
た
佛
光
録
に
圓
覧
経
、
榜
嚴
経
等
が
依
用
さ
れ
、
敏
學
的
基
盤
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
宋
代
縄
界
動

向
の
投
影
で
あ
り
、
そ
の
思
想
的
性
格
に
お
い
て
は
、
華
嚴
的
性
格
を
持

つ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

弘
安
五
年

(
一
二
八
二
)
十
二
月
八
日
、
租
元
は
圓
覧
寺
を
開
創
し
開
租
と
な
つ
た
が
、
開
堂
の
日
に
白
鹿
群
り
來
た
の
で
山
號
を
瑞
鹿

山
と
し
、
ま
た
こ
の
地
中
か
ら
圓

覧

の
二
字
あ
る
石
櫃
を
議
掘
し
た
の
で
寺
名
を
圓

覧
寺

と
繕
し
た
と
傳
え
る
。

そ
し
て
大
光
明
殿

(佛
殿
)
の
本
尊
と
し
て
寳
冠
の
繹
迦
沸
、
脇
侍
に
圓
覧
會
上
の
十
二
菩
薩
を
祀
つ
た
。
開
堂
の
日
の
法
語
に

會
す
腰
。
無
上
法
王
に
大
陀
羅
尼
門
有
り
、
名
け
て
圓
覧
と
爲
す
。

一
切
清
潭
眞
如
菩
提
渥
興
を
流
出
す
。
過
去
の
諸
如
來
、
斯
の
門

己
に
成
就
し
、
現
在
の
諸
菩
薩
今
各
圓
明
に
入
る
。
未
來
修
學
の
人
、
當
に
依
つ
て
此
の
如
く
住
す
べ
し
。
急
慶
に
見
得
せ
ば
、
便
ち

見
ん
。
無
方
清
潭
、
無
邊
虚
空
、

一
身
清
浄
。

一
身
清
浮
な
る
が
故
に
多
身
清
浄
、
多
身
清
澤
な
る
が
故

に
、
乃
至
十
方
の
衆
生
清
浮

な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
虚
空
を
霊
し
て
一
切
李
等
清
深
。

(原
漢
文
)

と
い
つ
た

一
節
が
ま
ず
跣
坐
し
控
杖
を
拮
じ
、
大
衆
に
向

つ
て
演
法
さ
れ
た
。
圓
覧
と
は
圓
満
な
る
覧
性
の
意
で
あ
り
、

「
無
上
法
王
に

大
陀
羅
尼
門
あ
り
、
名
け
て
圓
覧
と
爲
す
。

一
切
清
深
眞
如
菩
提
浬
藥
及
波
羅
密
を
流
出
す
」
と
い
え
る
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
圓

覧
維
の
文
殊
章
に
示
さ
れ
た
圓
覧
の
膣
用
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「無
方
清
深
、
無
邊
虚
空
」
以
下
の
語
は
同
経
普
眼
章
に
見

出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
圓
覧
経
を
依
用
し
て
、
さ
ら
に
縄
的
な
枯
弄
が
な
さ
れ
て
い
る
。



ま
た
佛
光
録

(春
三
)
に
越
州
太
守
の
夫
人
が
繹
迦
の
像
、
携
嚴
経
を
慶
讃
す
る
た
め
、

陞
座
読
法
を
請
う
た
。
そ
こ
で
租
元
は
楊
嚴

経
を
依
用
し
て
読
法
し
、
大
唐
の
儒
家
に
佛
を
信
じ
得
な
い
も
の
が
あ
つ
て
、
十
二
部
経
を
瀞
　
と
し
て
際
限
な
く
統
緒
が
な
い
と
非
難

し
た
が
、
秀
才
家
も
諸
輕
を
看
る
こ
と
恰
も
樵
夫
が
大
海
に
入

つ
て
心
目
く
ら
み
、
東
西
南
北
の
方
向

も
分
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
千
の
中
九
百
九
は
こ
の
類
で
、
読
り
を
お
こ
す
。
し
か
し
た
だ
こ
の
楊

嚴
経

を
看
る
も
の
は
み
な
信
向
す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ

お
そ

る
。

ま

さ

に
如
來

的
徹

の
あ

る
と

こ
ろ

を
知
り

、

こ

の
経

を
見

る

こ
と
が
晩

か

つ
た
こ
と

を
恨

む
も

の
も

あ

る
と
な

し

「
此

の
経

は
破

相

あ
ま

顯

理
、

指

意
剋

的
、

一
句
爾

句
、

白

石
蜜

の
中

邊
皆

甜

き
が
如

く
、

雪
山

の
草
寸

寸
是

れ
藥

な
る
が

如

し
。

奇

な

る
哉

不

可
思
議

な
り

」

と
讃

歎

し
て

い
る
。

そ

し

て
宋

の
儒

家

に
方
秋

崖

な

る
も

の
が

あ
り
、

か
れ

は

排

佛

論

を
主
張

す

る
儒
家

に
封

し
て
書

を
作

つ
て
い
う

に

は楊

嚴
圓

覧

の
爾

書

は
、

佛

の
兵
將

な

り
、
佛

の
士
馬

な
り
。

佛

の
城
郭

な
り

。
若

し
彼

を
破

ら

ん
と
欲

せ
ば
、

須

ら
く

當

に
堅
甲
利

兵

な

る

べ
し
。
亦

當

に
彼

の
圓
覧

楊
嚴

二
書

の
如

く

な
る

べ
し
。

方

に
之

れ

と
立
敵

す

べ
し
。

若

し
此

れ
無
く

ん
ば

輕

し
く
繹

教
を
議

す

べ
か
ら
ず

。
呼

此

の
経

は
、
帝

繹
髪

中

の
珠

の
如

く
、
能

く

一
切

の
衆

毒

を
溝

し
、

能
く

一
切

の
魔
事

を
降

す
。

(
原
漢
丈
)

と

い

つ
た
と
前
置

き

し

て
暉

が
演

法

さ
れ

て

い
る
。

租
元

は
時
宗

を

は
じ

め
鎌
倉

武
士

に
篤

経

の
功

徳

を
す
す

め

た
も

の
か
、

し
ば

し
ば

寓

経

に
因

ん

で
説

法

し
て

い
る
。

そ

し
て

そ

の
書

篤

さ
れ

た
経
典

は
榜
嚴

、
圓

覧
、

金
剛

等

の
経
典

で

あ
る
。

ま
だ

建
長

寺
住

山

の
頃
、

時
宗

は
租
元

に
就

い
て
修
道

し
、

元
冠

の

と
き

は
血

を
出

し

て
篤

経

し
た
。

「
日
本

國

主
帥
、

李
朝

臣
、

深

心
般
若

を
學

ぶ
。
爲

に
億
兆

よ
も

の
民

を
保

ん
ず

。

外
魔

四

に
來
り

侵
す

。
國

を
墾
げ

て
怖
畏

を

生
ず

。
朝

臣
勇

猛

を
獲

し
、

血
を
出

し

て
大
経

を
書

す
。

金
剛

と
圓

覧

と

及
び
諸

の
般

若
、

精
誠

所

感

の
虞

、
滴

血
澹

海

と
化

す
。
沿

海
砂

と

し
て
無

際
、
皆

是

れ
佛

功
徳
、

重

々

の
香

水
海

、
照

見

す
浮
憧

刹
、

諸

佛
寳

蓮

に
坐

す
。
常

に
如

是
経

と
説

き
、

一
句

と

一
偶

と
、

一
字

と

一
書

と
、

悉
く
化

し
て
神
兵

と
爲

る
。

猴

ほ
天
帝

繹

と
彼

の
修
羅

㈲

と
載
ふ
が
如
し
。
此
の
般
若
の
力
を
念
じ
て
皆
勝
捷
を
得
た
り
。
今
此
の
日
本
國
亦
佛
の
加
被
を
願
ふ
。
云
云
」
と
熱
烈
高
遇
に
し
て
は

京
都
暉
と
鎌
倉
暉

三
七



暉

學

研

究

げ
し
き
家
風
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
。

や
子
　塔
の
華
輝
融
合
の
影
響
が
あ
り
、

三
八

し

か

し

こ
の
佛

光
録

に
は
圓
覧

、
榜

嚴
等

の
経

典
が

依
用

さ

れ
、

さ
き

に
述

べ
る

よ
う

に
、

し
た
が

つ
て
そ

の
暉

の
普

読
演

法

に
當

つ
て
は
華
嚴

的
性

格

を
も

つ
て
い

た
。

宗
密

四

上
來
述
べ
る
よ
う
に
圓
爾
辮
圓
の
聖

一
縄
の
性
格
は
密
教
的
で
あ
り
、
無
學
租
元
の
佛
光
派
の
輝
の
性
格
は
華
嚴
的
で
あ
つ
た
。
と
も

に
中
世
に
お
け
る
日
本
の
有
力
な
る
臨
濟
暉
の
流
派
と
し
て
榮
え
た
。
そ
し
て
圓
爾

も

租
元
も
と
も
に
径
山

の
無
準
師
範
の
門
下
で
あ

り
、
そ
の
家
風
を
う
け
つ
い
だ
嗣
法
者
で
あ
る
。
圓
爾
の
暉
が
密
教
的
で
あ
つ
た
の
は
、
圓
爾
が
台
密
の
灌
威
者
で
あ
り
、
ま
た
佛
教
界

の
中
心
で
あ
つ
た
叡
山
佛
教
が
台
密
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
つ
て
京
都
に
お
い
て
法
憧
を
樹
立
し
た
圓
爾
は
暉
風
墾
揚
の
形
態
に
お
い
て

は
密
敏
的
性
格
が
強
か
つ
た
。
租
元
の
暉
が
密
教
的
色
彩
が
な
く
、
華
嚴
的
性
格
を
も
つ
て
い
た
の
は
、
趙
宋
佛
教
が
す
で
に
密
教
は
衰

微
し
て
唐
代
の
よ
う
に
隆
盛
で
な
く
、
宋
初
延
壽
が
試
み
た
教
輝

一
致
の
習
合
思
想
も
、
華
嚴
、
天
台
、
法
華
等
の
性
相
の
顯
教
と
暉
と

の
融
合
を
主
と
し
て
強
調
し
た
も
の
で
、
唐
の
宗
密
が
試
み
た
華
縄
融
合
の
潮
流
は
宋
代
に
お
い
て
再
び
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
子
略

ら
に
よ
つ
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
よ
う
な
佛
教
界
の
動
向
の
中
に
修
暉
し
大
成
し
た
租
元
は
華
嚴
的
性
格
を
も

っ
に
い
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
習
合
折
衷
の
時
代
思
潮
の
上
に
縄
を
睾
揚
し
た
の
が
無
準
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
家
風
を
う
け
つ

ぐ
圓
爾
、
租
元
は
同
門
で
も
、
事
情
の
異
る
京
都

・
鎌
倉
の
地
に
お
い
て
法
憧
を
樹
立
し
、
各
々
濁
自
の
輝
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
無
準
は
覧
如
居
士
周
瑛
の
撰
し
た
圓
覧
経
爽
頒
集
解
講
義
に
駿
文
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
に
駿
文
を
誌
し
て
い
る
琿
櫓
は
無
準

㊧

の
他
に
擬
紹
道
沖
、
石
漢
心
月
、
優
漢
廣
聞
ら
が
あ
る
が
、
石
漢
や
優
漢
は
先
師
無
準
の
寂
後
、
租
元
が
参
じ
た
暉
者
で
あ
る
。

註
ω

雑
談
集
巻
八
。

②

漢
嵐
拾
葉
集
巻

(大
正
藏
第
七
十
六
巻
譲
書
宗
部
七
)
。



(29}(28}(271(26)(25)(24)C23(221(21}(20)(19}(181(17}(16}(15)(14}(13)(12}(11)(10}(9)(8}(7)(6)(5)(4)(3)

延
賓
傳
燈
録
巻
三
。

元
亨
繹
書
巻
七
。

東
幅
寺
誌
所
牧
。

東
幅
寺
誌
。

輝
宗
編
年
史
。

聖
=

國
師
年
譜
弘
安
三
年
の
條
。

元
亨
繹
書
巻
七
。

本
朝
高
曾
僅
説巷
六
十
。

同
上
。

元
亨
繹
書
巻
七
。

聖

一
國
師
年
譜
丈
永
八
年
の
條
。

本
朝
高
曾
傳
巻
十
五
。

元
亨
繹
書
巻
七
。

元
亨
繹
書
巻
七
。

輝
宗
編
年
史
。

聖

一
國
師
年
譜
丈
永
五
年
の
條
。

.

無
準
師
範
輝
師
語
録
巻
六

(
綾
藏
第

二
篇
第

二
十
四
套
第
五
冊
)
。

聖

一
國
師
假
名
法
話
。

漢
嵐
拾
葉
集
巻
九

(
大
正
藏
第
七
十
六
巻
績
諸
宗
部
七

ノ
三
)
。

同
上
。

同
上
。

同
上
。

績
輝
宗
編
年
史
参
照
。

佛
光
國
師
語
録
巻
四
。

佛
光
國
師
語
録
巻
三
。

同
上
。

圓
畳
経
爽
頒
集
解
講
義

(績
藏
第
壼
輯
八
十
七
套
第
五
冊
)
。

京
都
輝
と
鎌
倉
琿

三
九


